
 

 

 

 

 平成２９年７月３１日月曜日、久慈法人会青年部会（部会長 岩城 元）は洋野町立中野

中学校３年生１８名を対象に租税教室を行いました。 

 中野中学校は２８日から夏休みに入っていましたが夏期講座の特別授業として開催しま

した。駅伝の大会と重なり残念ながら１０人（８人駅伝参加）の参加となりました。 

 最初に青年部会 高柳幹事が税金の種類等「約５０種類の税金があるのは公平に税金

を集めるためです」と説明。次にWeb-Tax-TV『暮らしを支える税を学ぼう』を鑑賞して

もらいました。税金○×クイズで復習！ 

生平事務局長により、国の歳入・歳出と財政状況、税金の役割と使われ方について勉強

し、今回は国、岩手県、洋野町の予算について対比しました。 

最後に「中学生一人当たり年間１０１万円の税金が使われており、中野中学校の生徒は

全校で約４７名！ 3年間で約 1億 4千百万円になります。さて一億円ってどのくらいか

わかりますか？」と問いかけ 1億円のレプリカで重さ等を確かめました。 

中野中学校３年生の皆さん、先生方のご協力に感謝いたします。 

 

事務局：生平和男、米澤千佳子 

 

                 

    

 

     


